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本報告では、所得だけでなく「生活時間」の観点か

ら貧困を多次元的に分析する研究を紹介します。日

本では長時間労働や家事・育児における無償労働の

男女格差が顕著であり、特にひとり親世帯は所得貧

困と時間貧困の双方に陥るリスクが高くなっていま

す。また、ふたり親世帯でも、特に就学前の子ども

を持つ共働き世帯では、妻の時間貧困率が個人単位

でみると高い特徴があります。さらに、時間貧困は

様々な健康リスクとも関連しています。今後の課題

として、家事の外部化とウェルビーイングの関係や、

親の時間貧困が子どもの長期的なアウトカムに与え

る影響など、時間の貧困と家庭生活の QOL との関

連性の検証が挙げられます。

12:50

~12:10 12:10-12:15

12:15-12:40

12:40-12:50

Brown Bag Seminar

生活時間の貧困研究：
測定手法と課題

（水）

Key Words 多次元の貧困

時間の貧困

【技術支援】九州大学Q-AOS

7.
発表者紹介

(Zoom)

237
1

1977 年に兵庫県神戸市で生ま
れました。慶應義塾大学商学部
を卒業後、京都大学大学院経済
学研究科にて 2007 年に博士
（経済学）を取得しました。主
な論文には「生活時間の貧困研
究」（2026 年）および「日本
企業における男性育児休業の普
及」（2023 年）があり、後者
は令和 5 年度労働関係論文優秀
賞を受賞しました。現在、学部・
大学院で社会保障や計量経済
学、福祉政策などの科目を担当
しています。


